
教育研修セミナー 

11 月 15 日（金）16：30～19：30 

S-1  心的変化をもたらすもの；治療因子 

第 5会場 <Room C-2>16：30～19：30 

司  会 ： 高野 佳也（吉祥寺たかのメンタルクリニック） 

衣笠  隆幸（広島市精神保健福祉センター） 

発 表 者 ： 皆川 英明（草津病院） 

       小林 俊三（神戸大学保健管理センター） 

       木部 則雄（白百合女子大学発達心理学専攻） 

指定討論者 ： 福本   修（恵泉女学園大学／代官山心理・分析オフィス／長谷川病院） 

       浅田  護（浅田病院） 

       小川 豊明（名古屋大学総合保健体育科学センター 

大学院医学系研究科精神保健医学） 

対  象 ： 一定以上の治療経験を持った方には、自分の臨床経験を通して、治療過程に

おける有効なアプローチを検証する良い機会になるであろう。初心者の方に

は、基本的視点の学習として、治癒因子の概念の臨床的重要性を確認する体

験になるであろう。 

 

S-2  治療関係と変化プロセス ——相互交流・アーティキュレーション・言葉化—— 

第 8 会場 <Room F>16：30～19：30 

司  会 ： 丸田 俊彦（Mayo Clinic 医科大学／サイコセラピー・プロセス研究所） 

導入的考察 ： 森 さち子（慶應義塾大学／サイコセラピー・プロセス研究所） 

症例発表 ： 村岡 倫子（心の杜・新宿クリニック） 

コメント ： 成田 善弘（成田心理療法研究室） 

       満岡 義敬（日本大通満岡クリニック） 

対  象 ：  臨床経験があり、治療的変化プロセスに特に関心があるかた。初心者も十分

に理解・参加可能です。 

 

S-3 日本語から学ぶ：その面白さと限界 

第 9会場 <Room G>16：30～19：30 

司  会 ： 飯島みどり（慶應義塾大学 学生相談室・南青山心理相談室） 

北山  修（北山精神分析室／白鷗大学） 

イントロダクション ： 北山  修（北山精神分析室／白鷗大学） 

話題提供 ： 前田 重治（九州大学名誉教授） 

「精神分析と話芸について」 

池田 政俊（帝京大学大学院／南青山心理相談室） 

「日本語の多義性と曖昧さを生かす」 

加藤 隆弘（九州大学精神神経科）  
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「『先生』という転移を分析する」 

井口 由子（こどもの城小児保健部） 

「子どもの『かんしゃく（癇癪）』という言葉」 

対  象 ： 日本語で精神分析的な実践を行う参加者であれば、どなたにでもアプローチ

してもらえる内容であろう。とくに日本語をよく知らないと思う人たちには

ぜひ参加して頂きたい。 

 

S-4  ビデオ録画による治療面接：転移と抵抗 

第 7会場 <Room E>16：30～19：30 

司  会 ：  北村麻紀子（桜ケ丘記念病院） 

ロールプレイ ：  鈴木 聡子（横浜相原病院／霞山診療所）－妙木浩之 

コメンター ：  岩倉  拓（あざみ野心理オフィス） 

       中村留貴子（東京国際大学／千駄ヶ谷心理センター） 

       深津千賀子（大妻女子大学／国際医療福祉大学） 

対  象 ： 初心者から中堅まで 

 

S-5 精神分析的臨床に向けてのアセスメント 

第 14 会場 <Room 501> 16：30～19：30 

司  会 ： 田中 健夫（山梨英和大学） 

         鈴木 智美（可也病院 / 精神分析キャビネ） 

話題提供 ： 湊 真季子（西新宿臨床心理オフィス） 

       日下 紀子（関西心理センター・谷町こどもセンター） 

       古賀 靖彦（油山病院） 

討  論 ： 田中 克昌（有馬病院） 

       早川すみ江（日本福祉大学） 

対  象 ： 昨年参加された方のみならず、分析的臨床をもっと実践したいし有意義なも

のにしたいと考えている方であれば、経験の多寡を問わず歓迎致します。ま

た、討論に積極的に参加されることを期待します。 

 

 

S-6 精神分析的交流の不毛性：見据えることと超えること 

第 2会場 <Room B-1> 16：30～19：30 

司 会 者 ： 松木 邦裕（京都大学大学院教育学研究科） 

藤山 直樹（上智大学総合人間科学部心理学科） 

話題提供者 ： 藤内 栄太（成増厚生病院） 

吉村  聡（上智大学） 
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大森 智恵（メンタルクリニックおぎくぼ） 

討 論 者 ： 松木 邦裕（京都大学大学院教育学研究科） 

藤山 直樹（上智大学総合人間科学部心理学科） 

対  象 ： 初心者から上級者まで、それなりの視点で学び楽しめるものとしたい。 

 

S-7 子どもの精神分析の現在―――母子相互交流と心の発達 

第 6会場 <Room D>16：30～19：30 

司  会 ： 飛谷  渉（大阪教育大学） 

津田真知子（大阪心理臨床研究所） 

話題提供 ： Marja Schulman（フィンランド児童青年心理療法士協会） 

指定討論 ： 平井 正三（NPO 法人子どもの心理療法支援会） 

       渡辺 久子（慶應大学医学部付属病院） 

通  訳 ： Dalrymple 規子（中部学院大学） 

対  象 ： 子どもの精神分析や母子臨床や乳幼児観察に関心のある方であれば、どなた

でもご参加ください。 

 

S-8 精神療法における傾聴技法を学ぶ 

第 3会場 <Room B-2> 16：30～19：30 

司 会 者 ： 川畑 友二（クリニック川畑） 

高野  晶（心の杜・新宿クリニック） 

症例提示 ： 岡田 暁宜（南山大学人文学部心理人間学科） 

討 論 者 ： 小倉  清（クリニックおぐら） 

奥寺  崇（クリニックおくでら） 

鈴木  龍（鈴木龍分析オフィス・龍医院） 

高野  晶（心の杜・新宿クリニック） 

対  象 ：  初心者からベテランまで、セッションの検討や分析的傾聴に関心のある方を

対象にしている。 

 

S-9  関係精神分析におけるエナクトメント 

第 10 会場 <Room H> 16：30～19：30 

司  会 ： 岡野憲一郎（国際医療福祉大学大学院） 

発 表 者 ：  福井  敏（精神分析室②） 

富樫 公一（広島国際大学大学院 実践臨床心理学専攻） 

        吾妻    壮（大阪大学精神科） 

横井 公一（浜寺病院） 

指定討論者 ： 鑪 幹八郎（京都文教大学臨床心理学部） 
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対  象 ： 初心者から経験者まで特に指定はしない。参加者それぞれの経験や学習の程

度に応じて理解していただけるよう発表を工夫するつもりである。 

 

S-10  メンタライゼーション特別編：精神分析家フォナギーを読む 

第 11 会場<Room I>16：30～19：30 

司  会 ： 狩野力八郎（小寺記念精神分析研究財団） 

       池田 暁史（文教大学） 

発  表 ：  東  啓悟（東京都スクールカウンセラー） 

         菊池 裕義（千葉県中央児童相談所） 

討  論 ：  小林 要二（林間メンタルクリニック） 

         藤城有美子（駒沢女子大学） 

         白波瀬丈一郎（慶應義塾大学 精神神経科） 

対  象 ： 今回の中心はあくまでも精神分析なのでメンタライゼーションの知識は必須

ではありません。英国の自我心理学派の臨床を覗いてみたい方、臨床論文の

読み方を学びたい方、MBT についての理解を深めたい方など関心をお持ちの

方はどなたでもご参加ください。 

 

S-11 今、ウィニコットを学ぶ 

第 12 会場<Room J>16：30～19：30 

司  会 ： 館  直彦（たちメンタルクリニック） 

増尾 徳行（神戸松蔭こころのケア・センター） 

発 表 者 ： 館  直彦（たちメンタルクリニック） 

       増尾 徳行（神戸松蔭こころのケア・センター） 

上田 勝久（京都民医連中央病院太子道診療所） 

細澤  仁（アイリス心理相談室） 

川谷 大治（川谷医院） 

対  象 ： このセミナーは、ウィニコット理論に関心がある方ならば、一度もウィ

ニコットを読んだことがない人でも、誰にでも理解が出来る内容である。

また、ディスカッションの時間を十分に取る予定なので、このテーマに

興味のある方の参加を期待します。 

 

S-12 精神科臨床における精神分析 － 統合失調症：その１ 

第 13 会場<Room K>16：30～19：30 

司  会 ： 東中園 聡（西岡病院） 

発  表 ： 佐野 直哉（佐野臨床心理研究所） 

コメント ： 小林 正信（虹の村診療所） 
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症例提示 ： 椋田 容世（埼玉大学教育学部） 

対  象 ： 精神科臨床の現場における精神分析臨床についてご興味のある方々、ぜひ、

集ってください。 

 

S-13  グループを体験する 

第 15 会場<Room 510>16：30～19：30 

司 会 者 ：  鴨澤あかね(北星学園大学) 

スーパーバイザー ：  鈴木 純一(東京集団精神療法研究所) 

事例提供者 ：  加藤  祐介 

(医療法人社団心劇会 さっぽろ駅前クリニック 北海道リワークプラザ) 

対  象 ：  個人療法家としてさらに研鑽を積み，臨床家としての幅を広げたい方，集団

精神療法の実践について学びたい方など，ぜひご参加ください，一緒に学び

ましょう。 

 

S-14 思春期の不登校：精神分析的発達心理学からのアプローチ 

第 4会場<Room C-1>16：30～19：30 

司  会 ： 遠藤  幸彦（多摩中央病院） 

柴田恵理子（ルーセントＪ’s クリニック） 

発  表 ： 生田 憲正（国立成育医療研究センター） 

：精神分析的発達心理学からみた思春期の不登校 

中   康 (公立学校共済組合 関東中央病院 精神科) 

：不登校の親ガイダンス 

       菊地 秀明（関東中央病院）・皆川 邦直（関東中央病院） 

：不登校の若者への個人精神療法 

関谷 秀子（関東中央病院） 

：発達論からみた思春期の不登校親子への治療 

討  論 ： 東京精神療法研究会（TPSG）スーパーバイザー 

対  象 ： 経験は問いませんが、思春期の心の発達にご興味のある方のご参加をお願い

します。 

 

 


